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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納する遊
技機用の基板収納ケースにおいて、
上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具を設け、この挟着具と、この挟着具に
接触するケースカバー部分とを導電性部材で形成した、
ことを特徴とする基板収納ケース。
【請求項２】
ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納する遊
技機用の基板収納ケースの開封を監視する基板収納ケース監視システムにおいて、
上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具を設け、この挟着具と、この挟着具に
接触するケースカバー部分とを導電性部材で形成するとともに、挟着具とケースカバー部
分とを通電し、その通電状態の検出結果に基づいてケースカバーの開封を監視する、こと
を特徴とする基板収納ケース監視システム。
【請求項３】
ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納する遊
技機用の基板収納ケースにおいて、
上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具と、
上記挟着具とケースカバーとの接触状態を検出する接触状態検出手段と、
を有することを特徴とする基板収納ケース。
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【請求項４】
ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納する遊
技機用の基板収納ケースの開封を監視する基板収納ケース監視システムにおいて、
上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具と、
上記挟着具とケースカバーとの接触状態を検出する接触状態検出手段と、
上記接触状態検出手段の検出結果に基づいてケースカバーの開封を監視する開封監視手段
と、
を有することを特徴とする基板収納ケース監視システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板
を収納する遊技機用の基板収納ケース、およびその基板収納ケースの開封を監視する基板
収納ケース監視システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から遊技機には、基板収納ケースが取り付けられており、この基板収納ケースはケー
ス本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納している。
そして、この基板収納ケース内の回路基板に対する不正改造、例えば不正ＲＯＭへの交換
を防止するために、基板収納ケースには種々の工夫が施されている。
【０００３】
例えば、特開平１０－２４９０２７号公報の基板ケース封止装置では、ケース本体２３と
ケース蓋２２との側縁側に、相対応するネジ螺合部３７とネジ挿通部３８とを切断部３９
を介在して一体に形成すると共に締め付け方向にのみ操作可能とし、且つネジ挿通部３８
側からネジ螺合部３７側に螺合する一方向ネジ４０により締結し、切断部３９を切断しな
い限り、基板ケース１４を開封できないようにしてある。
【０００４】
また、特開平１１－３３１９１号公報の制御基板収納ボックスでは、制御基板を納めたケ
ース体に対し、カバー体は接着剤により固着されるとともに、制御基板はケース体に形成
した基板拘束ボスにビス止めされているので、ケース体およびカバー体を壊して制御基板
を取り出そうとしても、無傷で取り出すことを困難としている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記した特開平１０－２４９０２７号公報や特開平１１－３３１９１号公報では
、確かに基板収納ケースに開封した痕跡が残ることとなり、その点で開封を発見したり、
開封を困難なものとすることができるものの、遊技店員がその基板収納ケースに対する黙
視確認を怠ると、その開封に気づくことはなく、その間は不正な遊技が進行し、その結果
遊技店に多大な損失を与える場合もあった。
【０００６】
この発明は上記に鑑み提案されたもので、開封されたことをその時点で確実に知ることが
でき、また不正な遊技による損失の発生も確実に防止することができる基板収納ケースお
よび基板収納ケース監視システムを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、ケース本体とケースカバーとを組
み合わせて構成され、その内部に回路基板を収納する遊技機用の基板収納ケースにおいて
、上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具を設け、この挟着具と、この挟着具
に接触するケースカバー部分とを導電性部材で形成した、ことを特徴としている。
【０００８】
また、請求項２に記載の発明は、ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、
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その内部に回路基板を収納する遊技機用の基板収納ケースの開封を監視する基板収納ケー
ス監視システムにおいて、上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具を設け、こ
の挟着具と、この挟着具に接触するケースカバー部分とを導電性部材で形成するとともに
、挟着具とケースカバー部分とを通電し、その通電状態の検出結果に基づいてケースカバ
ーの開封を監視する、ことを特徴としている。
【０００９】
また、請求項３に記載の発明は、ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され、
その内部に回路基板を収納する遊技機用の基板収納ケースにおいて、上記ケース本体とケ
ースカバーとを挟着する挟着具と、上記挟着具とケースカバーとの接触状態を検出する接
触状態検出手段と、を有することを特徴としている。
【００１０】
さらに、請求項４に記載の発明は、ケース本体とケースカバーとを組み合わせて構成され
、その内部に回路基板を収納する遊技機用の基板収納ケースの開封を監視する基板収納ケ
ース監視システムにおいて、上記ケース本体とケースカバーとを挟着する挟着具と、上記
挟着具とケースカバーとの接触状態を検出する接触状態検出手段と、上記接触状態検出手
段の検出結果に基づいてケースカバーの開封を監視する開封監視手段と、を有することを
特徴としている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下にこの発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１２】
図１はこの発明の基板収納ケースの構成を示す図、図２は図１のＩ－Ｉ線断面図で、（ａ
）はケースカバーをケース本体に沿ってスライド移動中の状態を示し、（ｂ）は装着状態
を示している。これらの図において、この発明の基板収納ケース１は、ケース本体２とケ
ースカバー３とを組み合わせて構成され、これらは透明で固い合成樹脂製のものであり、
このケース内部に回路基板４を収納するようになっている。
【００１３】
ケースカバー３は、平面視矩形状で、外周に縁部３０を、中央に膨設部３１を有する箱形
形状のもので、その膨設部３１の開口側を下側とし箱を伏せた状態としたとき、縁部３０
の裏側は、その外周に沿って薄肉低高の周壁が突設されており、その縁部３０の周壁内部
に上記の回路基板４が収納されるようになっている。
【００１４】
縁部３０のうち、一方の長辺側（前方側）は、前方縁部３０ａとして幅広に形成され、さ
らにその前端側の前端縁部３０ｂは下端側の周壁部分も含めて導電性部材で形成されてい
る。また、縁部３０のうち、一対の短辺側が下端側の周壁部分を含めて案内部３２，３２
として形成されている。
【００１５】
回路基板４は、この基板収納ケース１が取りつけられる遊技機の遊技全体を制御する基板
であり、長方形の基板上にＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のＩＣチップを含む複数の電子部品
４１やコネクタ４２が取り付けられている。この回路基板４は、上記したように、ケース
カバー３の裏側に収納固定され、このとき、回路基板４の電子部品４１は膨設部３１で覆
われて保護され、またコネクタ４２は、前方縁部３０ａに形成されている通孔３０ｃを裏
側から突出した状態で装着固定される。
【００１６】
ケース本体２は、ケースカバー３の受座としての矩形状の底面２１と、その底面２１の一
対の短辺に沿って設けられた断面コ字型のガイド２２，２２と、底面２１の一方の長辺側
（前方側）に着脱自在に設けられた挟着具２３とを有している。この挟着具２３は、上記
の前端縁部３０ｂと同様に、導電性部材で形成され、断面コ字型のものであり、底面２１
の一方の長辺から両短辺側に掛けて少し回り込むように構成されている。
【００１７】



(4) JP 4647142 B2 2011.3.9

10

20

30

40

50

上記した構成において、ケース本体２にケースカバー３を装着する際には、先ず回路基板
４をケースカバー３の裏側に収納固定し、その状態で、ケースカバー３の前端側をケース
本体２の開放されている後端側に差し入れ、案内部３２，３２をガイド２２，２２に収容
し、そのままガイド２２，２２に沿ってケースカバー３をスライド挿入させ（図２（ａ）
）、ケース本体２の前端とケースカバー３の前端とが一致した状態で停止させる。そして
、ケース本体２の底面２１と、ケースカバー３の前端縁部３０ｂとを挟着具２３で挟み込
み、その双方を固着する（図２（ｂ）。
【００１８】
次に、ケース本体２とケースカバー３とを所定のねじ締着機構（図示省略）で締着し、こ
れによって基板収納ケース１の組み合わせが完了し、この基板収納ケース１はその後遊技
機裏面の所定位置に取りつけられる。
【００１９】
図３はこの発明の基板収納ケース監視システムの構成を示す図である。この発明の実施形
態では、図３に示すように、挟着具２３とケースカバー３の前端縁部３０ｂのそれぞれに
電極Ｍ１，Ｍ２を付け、その双方間の導通状態の監視を行っている。すなわち、中継基板
５に通電検出部５１を設け、この通電検出部５１は、電極Ｍ１と電極Ｍ２との間に、遊技
機電源９０から供給される電圧を印加し、その双方間に通電があるかどうかの検出を行う
。なお、この通電検出部５１にはコンデンサ５１ａが設けられており、遊技機電源９０が
停電のときでも、充電されているコンデンサ５１ａで電極Ｍ１，Ｍ２間に電圧を印加でき
るようになっている。
【００２０】
ここで、ケース本体２とケースカバー３とが装着状態にあれば、挟着具２３と前端縁部３
０ｂとは、図２（ｂ）の状態であるため、その導電性部材を介して通電可能の状態にあり
、通電検出部５１はその通電状態を検出する。一方、ケースカバー３が開封され、挟着具
２３と前端縁部３０ｂとが、図２（ａ）の状態となると、通電検出部５１はその通電が検
出されないとして、その旨を報知する警報信号をホールコンピュータ６や、音声制御装置
７、ランプ制御装置８に出力する。音声制御装置７およびランプ制御装置８は当該遊技機
に配置されているスピーカ（図示省略）およびランプ（図示省略）をそれぞれ動作させ、
異常発生を音や光で報知する。その結果、遊技店の店員は、ケースカバー３がわずかでも
開封されると、その時点でその異常を確実に知ることができ、直ちに対応できるので、ケ
ースカバー３を開封し不正にＲＯＭ交換を行おうとしても、未然にその不正行為を摘発し
防止することができる。また、不正な遊技による損失の発生も確実に防止することができ
る。
【００２１】
また、ホールコンピュータ６では、上記の警報信号が入力されると、その情報を記憶して
おく。したがって、たとえ夜間等の無人の時間帯にケースカバー３を開封する不正行為が
なされたたとしても、その不正行為がなされた遊技機は次の開店前に容易に知られるとこ
ろとなり、この点からも不正な遊技による損失の発生を確実に防止することができる。
【００２２】
なお、上記の説明では、挟着具２３の全体、および前端縁部３０ｂの全体をそれぞれ導電
性部材で形成するようにしたが、図４，図５に示すように、それらの一部のみを導電性部
材で形成して導電体部２４，３０ｄとするとともに、それぞれに電極Ｍ１，Ｍ２を設け、
ケース本体２にケースカバー３を装着したときその導電体部２４，３０ｄ同士が接触し通
電可能となるように構成してもよい。
【００２３】
また、上記の説明では、挟着具２３および前端縁部３０ｂをそれぞれ導電性部材で形成す
るようにしたが、これらを周囲と同じ合成樹脂で形成するとともに、図６、図７に示すよ
うに、挟着具２３と前端縁部３０ｂとの接触状態を検出するマイクロスイッチ９を前端縁
部３０ｂ（前方縁部３０ａ）に設け、その出力端子９ａ，９ｂを通電検出部５１に接続す
るように構成してもよい。この構成の下で、ケース本体２にケースカバー３が装着されて
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いると（図７（ｂ））、マイクロスイッチ９の可動片９１が押されてオンとなり、通電検
出部５１はその通電状態を検出する。一方、ケースカバー３が開封されると（図７（ａ）
）、可動片９１が伸長してオフとなり、通電検出部５１はその通電が検出されないとして
、その旨を報知する警報信号をホールコンピュータ６や、音声制御装置７、ランプ制御装
置８に出力する。なお、このマイクロスイッチ９は、前端縁部３０ｂでなく、挟着具２３
に設けるようにしてもよい。また、マイクロスイッチでなく、他の接触状態検出手段を用
いるようにしてもよい。
【００２４】
また、上記の説明では、挟着具２３を着脱自在に構成したが、ケース本体２と一体に構成
し、ケースカバー３をガイド２２，２２に沿って装着する際に突き当てるストッパとして
機能も果たせるようにしてもよい。
【００２５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明の基板収納ケースおよび基板収納ケース監視システムでは
、挟着具とケースカバー部分との間が接触しているときは通電し、そうでないときは通電
しないように構成し、その通電状態の検出結果に基づいてケースカバーの開封を監視する
ようにしたので、遊技店の店員は、ケースカバーがわずかでも開封されると、その時点で
その異常を確実に知ることができ、直ちに対応でき、したがって、ケースカバーを開封し
不正にＲＯＭ交換を行おうとしても、未然にその不正行為を摘発し防止することができる
。また、不正な遊技による損失の発生も確実に防止することができる。
【００２６】
また、その通電状態の検出結果を記憶しておくことで、たとえ夜間等の無人の時間帯にケ
ースカバーを開封する不正行為がなされたたとしても、その不正行為がなされた遊技機は
次の開店前に容易に知られるところとなり、この点からも不正な遊技による損失の発生を
確実に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の基板収納ケースの構成を示す図である。
【図２】図１のＩ－Ｉ線断面図で、（ａ）はケースカバーをケース本体に沿ってスライド
移動中の状態を示し、（ｂ）は装着状態を示している。
【図３】この発明の基板収納ケース監視システムの構成を示す図である。
【図４】この発明の基板収納ケースの他の構成例を示す図である。
【図５】図４のＩＩ－ＩＩ線断面図で、（ａ）はケースカバーをケース本体に沿ってスラ
イド移動中の状態を示し、（ｂ）は装着状態を示している。
【図６】この発明の基板収納ケースの他の構成例を示す図である。
【図７】図６のＩＩ－ＩＩ線断面図で、（ａ）はケースカバーをケース本体に沿ってスラ
イド移動中の状態を示し、（ｂ）は装着状態を示している。
【符号の説明】
１　　　基板収納ケース
２　　　ケース本体
２１　　　底面
２２　　　ガイド
２３　　　挟着具
２４　　　導電体部
３　　　ケースカバー
３０　　　縁部
３０ａ　　前方縁部
３０ｂ　　前端縁部
３０ｃ　　通孔
３０ｄ　　導電体部
３１　　　膨設部
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３２　　　案内部
４　　　回路基板
４１　　　電子部品
４２　　　コネクタ
５　　　中継基板
５１　　　通電検出部
５１ａ　　　コンデンサ
６　　　ホールコンピュータ
７　　　音声制御装置
８　　　ランプ制御装置
９　　　マイクロスイッチ
９１　　　可動片
９ａ，９ｂ　　　出力端子
９０　　　遊技機電源
Ｍ１　　　電極
Ｍ２　　　電極
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